
 

 

 

動物用医薬品専門調査会における審議状況について 

 

１．審議状況 

厚生労働大臣から食品安全委員会に意見を求められたタウリンに係る食品健康

影響評価（平成 20 年 9 月 22 日付 厚生労働省発食安第 0922002 号）については

平成 20 年 10 月 28 日に開催された第 99 回動物用医薬品専門調査会（座長：三森

国敏）において審議結果（案）がとりまとめられた。 
また、審議結果（案）については、幅広く国民に意見・情報を募った後に、食 

品安全委員会に報告することとなった。 

 

２．タウリンに係る食品健康影響評価についての意見・情報の募集について 

上記品目に関する「審議結果（案）」を食品安全委員会ホームページ等に公開し、

意見・情報を募集する。 

 

１）募集期間 

平成 21 年 1 月 8 日（木）開催の食品安全委員会（第 268 回会合）終了後、 
平成 21 年 2 月 6 日（金）まで。 

 

２）受付体制 

電子メール（ホームページ上）、ファックス及び郵送 

 

３）意見・情報提供等への対応 

  いただいた意見・情報等をとりまとめ、動物用医薬品専門調査会の座長の指示

のもと、必要に応じて専門調査会を開催し、審議結果をとりまとめ、食品安全委

員会に報告する。 
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食品安全委員会動物用医薬品専門調査会 
 

 

※ 食品衛生法（昭和２２年法律第２３３号）第１１条第３項の規定に基づき、 

人の健康を損なうおそれのないことが明らかであるものとして厚生労働大臣が 

定める物質 
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   人の健康を損なうおそれのないことが明らかである物質を定 
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2008 年 10 月 28 日 第 99 回動物用医薬品専門調査会 
2009 年 1 月 8 日 第 268 回食品安全委員会（報告） 
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要 約 

 
食品衛生法（昭和 22 年法律第 233 号）第 11 条第 3 項の規定に基づき、人の健康

を損なうおそれのないことが明らかであるものとして厚生労働大臣が定める物質（対

象外物質）とするタウリンについて、飼料添加物評価書タウリン（食品安全委員会）

等を用いて食品健康影響評価を実施した。 

食品安全委員会で飼料添加物タウリンの評価に際して検討された各種試験成績等

及び国際機関における評価において、安全性に懸念を生じさせる特段の毒性影響は認

められなかった。また、タウリンについては、我が国における動物用医薬品やヒト用

医薬品、食品添加物等、様々な分野での使用実績においても、これまでに安全性に関

する特段の問題は認められていないとともに、タウリンを含む食品の長年の食習慣に

おける弊害も認められていない。 
以上のことから、タウリンは、動物用医薬品及び飼料添加物として通常使用される

限りにおいて、食品に残留することにより人の健康を損なうおそれのないことが明ら

かであるものであると考えられる。 
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Ⅰ．評価対象動物用医薬品及び飼料添加物の概要 

１．用途 

  栄養補給及び中毒時の補助治療（動物用医薬品） 
  飼料の栄養成分及び有効成分の補給（飼料添加物） 
 
２．一般名 

和名：アミノエチルスルホン酸 
英名：Aminoethylsulfonic acid 

 
３．化学名 

IUPAC 
和名：タウリン（2-アミノエチルスルホニック酸） 
英名：taurine（2-aminoethylsulfonic acid） 

 
CAS（No. 107-35-7） 
和名：2-アミノエチルスルホン酸 
英名：2-aminoethylsulfonic acid 

 

４．分子式 
C2H7NO3S 

 
５．分子量 
  125.15 
 
６．構造式   

   
 
７．経緯 
  タウリンは含硫アミノ酸様化合物で、生体中のほとんどすべての組織に存在して

いる。タウリンについては、農林水産大臣から飼料添加物の指定並びに基準及び規

格の設定に係る食品健康影響評価、及び厚生労働大臣から食品中の残留基準の設定

に係る食品健康影響評価が、2008 年 3 月に食品安全委員会へ意見聴取され、食品

安全委員会は「タウリンが飼料添加物として適切に使用される限りにおいては、食

品を介してヒトの健康に影響を与える可能性は無視できるものと考えられる。」と

の評価結果を同年 6 月に通知した。 
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  一方、2006 年の食品に残留する農薬等に関するポジティブリスト制度の導入に伴

い、厚生労働大臣は、食品衛生法（昭和 22 年法律第 233 号）第 11 条第 3 項の規定

に基づき、人の健康を損なうおそれのないことが明らかであるものとして厚生労働

大臣が定める物質（以下「対象外物質」という。）を定めることとされている。 
食品安全委員会の飼料添加物タウリンに係る評価結果を受け、薬事・食品衛生審

議会において審議した結果、厚生労働大臣から、食品衛生法第 11 条第 3 項の規定

に基づき、タウリンを対象外物質として定めることについて、食品安全基本法（平

成 15 年法律第 48 号）第 24 条第 1 項の規定に基づく食品健康影響評価が食品安全

委員会に要請された。 
   
Ⅱ．安全性に係る知見の概要 
１．飼料添加物タウリンの評価の概要（参照 1） 

食品安全委員会では、2008 年 6 月、飼料添加物タウリンの評価に際して、各種

試験成績等を用いて総合的に検討している。 
（１）毒性試験等の概要 

タウリンの投与による重篤な毒性影響は認められなかった。また、魚類におけ

る飼養試験から、飼料に添加されたタウリンが、飽和量以上、魚体に蓄積する可

能性は非常に低いと考えられた。 
（２）その他の知見の概要 

   タウリンは、我が国において、ヒト用医薬品や医薬部外品を含むドリンク剤の

主成分として使用されているほか、天然物由来である「タウリン（抽出物）」が食

品添加物として使用が認められており、安全性に特段の問題があるとは考えられ

ない。また、魚粉等の配合によりタウリンを補った飼料で養殖された魚類や、タ

ウリンが豊富な天然の魚介類を常食する長年の食習慣においても、タウリンの弊

害は認められていない。 
（３）食品健康影響評価 

「タウリンが飼料添加物として適切に使用される限りにおいては、食品を介し

てヒトの健康に影響を与える可能性は無視できるものと考えられる。」と評価され

ている。 
 

２．動物用医薬品タウリンの概要（参照 2、3） 

  動物用医薬品タウリンは、牛、馬、豚、鶏等に対する栄養補給及び中毒時の補助

治療等を目的とした注射剤として、我が国では 40 年以上使用されており、これま

で安全性に関する特段の問題は認められていない。 
また、生体内に取込まれたタウリンは、各組織における代謝や各臓器のタウリン

補充等に利用され、過剰なタウリンは尿中に速やかに排泄されることから、特定の

臓器における含有量は一定の値を維持することが知られている。 
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３．国際機関における評価の概要（参照 4） 

FAO/WHO 合同食品添加物専門家会議（JECFA）では、タウリンは香料として

安全性評価がされており、単純な化学構造を有し、かつ速やかに代謝されることか

ら、経口投与されても毒性が低いと考えられるクラスに分類されている。 
 

Ⅲ．食品健康影響評価 
食品安全委員会で飼料添加物タウリンの評価に際して検討された各種試験成績等

及び国際機関における評価において、安全性に懸念を生じさせる特段の毒性影響は

認められなかった。また、タウリンについては、我が国における動物用医薬品やヒ

ト用医薬品、食品添加物等、様々な分野での使用実績においても、これまでに安全

性に関する特段の問題は認められていないとともに、タウリンを含む食品の長年の

食習慣における弊害も認められていない。 
以上のことから、タウリンは、動物用医薬品及び飼料添加物として通常使用され

る限りにおいて、食品に残留することにより人の健康を損なうおそれのないことが

明らかであるものであると考えられる。 
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